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秋田民謡についての覚書

一音階構造を中心にして一

桂 博 章

ThenotesontheFolkSongsinAkita
-aboutthestructureofthescales-

HiroakiKATSURA

Stlmmary

ThisthesisisintendedtoclarifythegeneralfeaturesofthescalesoftheFolkSongsinAkita,usingthe

theoryofthetetrachordsofJapanesetraditionalmusicproposedbyKoizumi.

hconsequenceofexamining320notations,4conclusionsasfollowswerebroughtout.

1)MostofalltheFolkSongsinAkitaarebasedontheMinyo(民謡)tetrachord,andMiyakobushi(都節)

tetrachordarerarelyused.FolkSongsbasedonRitsu(律)tetrachordarenotmanyandhavethetendency

tobecombinedwithMinyotetrachord.

2)ItismorereasonabletoregardthescalesofFolkSongsasacombinationofthreekindsoftetrachordand

thefrequenttaransfarofthetonalcenterthanregardastheoneoctavescale.

3)Themethodofusingtheborrowedtoneandthemodulationarebasedonthegeneralrulesofthoseofthe

traditionalJapanesemusic.

4)PerhapsgettingthefolkevaluationsareusefulmethodforthesyntheticresarchforJapaneseFolksong.

1. はじめに

これまで多くの研究者によって秋田民謡についての研

究がなされているが,郷土史家らによるそれらの研究の

多くは,唄の分類,唄の伝播や歴史,歌詞の分類などに

関するもので,民謡の音楽構造自体に言及した研究は少

ない｡また,唱法などについて触れた記述もあるが,演

奏法や音楽様式についての説明や分析のための用語が確

立されていないこともあって,主観的な感じ方や印象を

述べるにとどまっている｡

民謡の音楽様式を分析する視点としては,①唄が基づ

いている音階や旋法(1),②旋律のヴァ リエイションの比

戟,③ユリや廻しなどのいわゆる小節 (こぶし)と呼ば

れる装飾技法の音楽上の意味や機能,④ リズム構造,⑤

異なる様式を分ける様式上の要因,などを挙げることが

できるが,これら音楽構造面からの研究は,秋田民謡の

分類や伝播の過程などについても,有益な情報を提供す

る可能性をもっているといえる｡

音楽構造面からの民謡の研究方法としては,採譜され

たものに研究者が客観的に分析を加えるという方法がと

られるのか通例である｡これに対して山口は,文化の担

い手自身による音楽評価を組み入れた分析方法を重視

し,音楽用語について以下のように述べている｡

文化の担い手が- とくに音楽家たちが- 音楽

について自分たちのことばで語るならば,そのとき

使われる語葉はとりもなおきず,音楽構造を説明す

るための専門用語であるとみなしてもさしつかえな

いであろう｡外部の研究者による ｢科学的な｣雰囲

気をつくる学術用語でもって記述分析することも確

かに必要であろうが,むしろ民間語葉 ･語句こそが

当該苦楽の本質的な側面を的確に表現していること

の方が多いように思われる｡(山口･松原 1977)

筆者の最終的な目的は,山口が提唱するように担い手

による音楽評価を組入れながら,秋田県の民謡の記述分

析をすること,特に小節 (こぶし)と呼ばれる装飾技法

を中心に,音楽様式の決定要因を抽出することにある｡

小節は唄のなかで不安定要因としての役割をもち,それ

と相補う形で,小節に続 く次の音は安定要因としての役

割をもつので,小節の次に現れる音は,唄の中で重要な
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書として担い手に意識されていると想像される (桂 ･鈴

木 1992)｡従って,小節を身につける過程を調べたり,

唄や小節についての担い手自身による評価を抽出するこ

とにより,民謡の様式を総合的に把握できるものと考え

られる｡

以上の目的を達成するためには,担い手自身が音楽を

どのように評価 しているかを調べることが必要である

が,しかし,このことと共に,調査者自身が秋田県の民

謡の音楽構造について,ある程度,一貫した概念の枠組

みをもち,それに基づいて方向性のある質問を積み重ね

ていくことが必要となる｡そのためには,秋田民謡の音

楽構造の基本的な要素に焦点をあてた,基礎的な資料を

整理しておくことも必要であろう｡なかでも ｢音階｣の

研究は,民謡の研究の基本的側面であり,将来の研究の

指針を得るために,秋田民謡が基づ く音階構造を概観し,

整理してみるのは意味のあることと考える｡

2. 日 的

秋田県の民謡の音階を ｢民話｣,｢律｣,｢都節｣のテ ト

ラコル ド(譜例 1)を基準に分析し,秋田県の民謡が基づ

く音階の基本構造を導き出し,今後の研究の方向づけを

する｡また,借用,転調の分析から,そのパターンを導

き出す｡

3. 分析対象曲

『東北民話集･秋田県』(武田 1957)に採譜されてい

る曲の中から,｢祭 り唄と祭 り嚇子の部｣と｢神楽その他

舞曲の部｣,及び,三味線などの楽器の演奏の採譜を除い

た全 320曲を対象にした｡武田による採譜は,小節 (こ

ぶし)もある程度記譜されており,調号の付け方なども

妥当で一貫したものであり,基礎資料として十分に信頼

できると判断した｡

含まれているが,①今山=ま全休を概観することが目的で

あること,(診同一曲の変奏の許谷範囲を今後,調べるた

めにイ川Jである,という1:q!JHで,同一曲のヴァりエイシ

ョンの汀1階構造もすべて分析したO

脚と1,も56曲含まれているが,民謡の二吉階構造と比較す

るために分析の対象に含めたn

譜例1 民謡,律,都節のテトラコルド

民 謡 律 都 節
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4. 方 法

上記の曲集の個々の曲を東川 (1990)の方法に従い,

移動 ドによって,低い音から(2)(彰ラドレミソラ,あるいは

② ミファランドミ,さらに両者が組み合わされ,東川が

混合類と名付けた③ ミファランレミ,の構成音によって

階名づけをする｡曲の途中で転調によって階名を読み換

えることも起るが,その場合には同一の階名づけが可能

な部分を曲の一つの単位 として扱うo

また,ラドレミソラと読める音階にシ,あるいはファ

と読める音が出現する曲が多数あるが,曲の中で一時的

に現れる場合には借用音として扱った｡つまり,シが出

現する場合には5度調の借用書,ファが出現する場合に

は4度調の借用書として扱った｡

階名づけをした後,小泉 (1958)の理論に従い,旋律

のなかで完全4度の音程を形成し,核をなす音 (核音)

を取り出し,それらの完全 4度の枠組みが,小泉のいう

(丑民謡,②律,③都節,のいづれのテトラコル ドを形成

しているかを検討した｡

個々の曲,または転調が起こるまでの曲の部分の音階

は,これら3種類のテトラコル ドの組み合わせによるも

のとみなし,対象とした曲のすべてについて,音階の構

成音を取り出した｡ただし,完全 4度の枠組みを形成し

ているかどうか,あるいは3種類のテ トラコル ドのうち,

どのテトラコルドであるかの判断は主観的にならざるを

えない面もあるし,また,多数の曲を扱っているうちに,

判断の基準が無意識のうちに変わってしまうということ

も考えられる｡また,民話音階のなかに一時的に律の音

階を用いたり,あるいは律の音階のなかに民話音階を用

いたりするなど,判断が難しい場合も多い｡しかし,今

剛 まおよその傾向を調べることを目的としているので,

主観的な判断に従った｡

こうして仝 355曲 (3)の音階音を調べて,秋田民謡に用

いられるテトラコル ドの組み合わせの型を取り出し,記

号をつけたのが語例 2である｡

譜例 2に示されているテトラコル ドの組み合わせの型

は暫定的なものであり,従って,記号も暫定的につけら

れたものであるが,Mの記号には民謡のテトラコル ドが

組み合わされた音階型が,Rの記号には律のテトラドル

ドが組み合わされた音階型が,そして,Yの記号には都

節のテ トラドル ドが組み合わされた音階型がまとめられ

ている(4)｡

このうちM8(レファソラドレ)とM9(ラドレフアソ)

は,ラドレミソラ (M8)とミソラドレ (M9)に読み換

えが可能であり,採譜からは4度調への転調であること

がわかるが,暫定的に独立した音階型に含めておく｡ま
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譜例2 秋田民謡の音階型
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た,MIO(ドレミ)の音階のみで構成された童唄 1曲と,

転調の部分で上記 3種類のテトラコル ドを構成するに致

らない民謡 2曲は,暫定的にMIOの記号をつけて示 し

た｡

民謡と律のテトラコル ドが組み合わされた音階型は,

MRの記号でまとめた｡さらに東川が混合類と名付けた

ミファラシレミの階名をもつ音階は,KlからK3までの

譜例3 転調の起きている曲の例

-7 -7トレ :_ しソレ: ミ しレ二･/レミ ミ レ レL,t う

し'1､ノ ､/レ ･ こ レ レトキ･ー

記号をつけた｡それらに加えて,シミの完全 4度の枠の

間に, ドあるいはレのいづれかの中間書をもつ音階型が

ある｡つまり,1曲のなかでシドミの都節とシレミの民謡

の2種類のテ トラコル ドの間で変換が頻繁に現れる形

で,東川の理論に従って解釈すると,陰類と陽類(5)との間

で転類が起きているということになる｡この音階型も4

から6までの数字を付してKの記号でまとめた｡

このような手順で,各曲 (あるいは曲の部分)の音階

を分類したが,実際には上記の音階型の外側に,テトラ

コル ドを形成するにいたらない音も付加されるのか普通

である｡例を挙げれば,よく現れる音階のパターンのひ

とつに,ソラドレミという構成音をもつものがあるが,

これはラドレというMlのパターンの上下に,ソとミが

付加されたものであることが多い｡この小論では示して

いないが,その場合には｢ソ+Ml+ミ｣と標記して,樵

成音の種類ごとにまとめて整理した｡

さらに,今後の研究の基礎資料とするために,東川の

提唱する類,均,調 (ちょう),終止音 (旋法),並びに

曲名,採集地,借用書と転調の有無なども記入した表も

作成した｡

類,均,調,旋法については,東川 (1990)に詳しく

説明されているが,東川によるとミファランドミの構成

音をもつものを陰類,ラドレミソラの構成音をもつもの

を陽類, ミファラシレミの構成音をもつものを混合類と

している｡従って,譜例 2の音階のパターンのうち,M,

R,MRの記号が付けられているものは陽類,Yの記号が

つけられているものは陰類,KlからK3までが混合類,

K4からK7までが陰類と混合類が組み合わされたもの

となる｡また,均とは曲における階名と音名との間の対

応関係を示すもの,つまり音階を赤色対的な書高に位置付

けるもので,陰類はミ,陽類はソ,混合類はラを基準書

としている｡さらに,調は曲の主音の音名を示し,旋法

は主音の階名を示すものである｡

以上の基準を語例 3(ヤー-イ節)の,bが2つの調号

の部分までにあてはめると,類は,ラドレミソの音階に

基づいているので,陽類となる｡また,陽類の基準書で

あるソは-の音なので-均,終止音の音名と階名は トと

ラなので,ト調,ラ旋法となる｡bが3つの調号の部分か

らは,ソが変ロの音なので変口均,(楽譜には示されてい

ないが)終止苦の音名と階名は-とラなので,-調, ラ

旋法となる｡
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5, 秋田民謡の音階構造

5.1類とテ トラコル ドの種類について

陽類,陰類,混合類と分類した東川の方法に従って対

象曲の類を分類すると,355曲中314曲(88.5%)が陽類,

32曲が陰類(9.0%),3曲が混合類で,陽類の割合が圧倒

的に高い｡また,旋律型K4,5,6は陰類と混合類の組み

合わされたもの,つまり頻繁に陰類と混合類の間の変換

が起きることを示しているが,このような音階型に基づ

く曲は,計 6曲を数えるO

また,民謡のテトラコル ド,律のテトラコル ド,都節

のテトラコル ドの別については,民謡のテトラコル ドの

みで構成されている曲が195曲 (54.9%),律のテトラコ

ル ドのみで構成されている曲が18曲 (5.1%),都節のテ

トラコル ドのみで構成されている曲が32曲(5.1%)とな

る｡また,MRの音階型のように,民謡のテトラコル ド

と律のテ トラコル ドが接合された曲は23曲 (6.5%),

Kl,2,3の音階型のように都節のテトラコル ドと民謡の

テトラコル ドが接合された曲が3曲となる｡さらに,1曲

のなかで,民謡音階から律の音階に(あるいはその逆に)

テトラコル ドの変換が起こり,謂わばテトラコル ドが明

らかに二重構造になっている曲が66曲 (18.6%)ある｡

また,これと同様のことが都節音階と民謡音階の間で起

きているK4からK7までの音階型に属する曲が6曲あ

る｡残 りの12曲には,特定のテトラコル ドがみいだせな

かった｡

このように対象曲のほとんどは民謡音階に基づいてお

り,比較的多く現れる律音階も,民謡音階と按合された

り (MRの音階型),民謡音階との間で変換が行なわれ,

民謡音階と律音階が謂わば二重構造になっていることが

多い｡

5.2 民謡のテ トラコル ドによる音階

MlからY7までの音階のパターン別の合計は表のと

おりで,( )のなかの数字はその中に含まれる童唄の数

を示している｡

民謡音階の場合,合計数の多い音階型は,M5(ミソラ

ドレ)の74曲,Ml(ラドレ)の51曲,M2(ラドレミ

ソラ)の51曲,M6(ミソラドレミソラ)の35曲である｡

そのなかで,構造が単純なMlの音階は童唄に多く用

いられているが,民謡の場合,1曲をとおして用いられて

いるのは14曲にすぎない｡この音階型ではテトラコル ド

の下と上とにソとミが付加されている音階 (ソ+Ml+

ミ)が多く,また,律のテトラコル ドをあわせもつ曲を

除いた45曲中,レで終止するのが24曲,ラで終止する

のが18曲,ドで終止するのが3曲あり,レとラが4度の

強い枠組みを形成している｡

Ml(ラドレ)と同じ音程構造をもち,完全 4度下に位

表 書階型とその合計

音 階 型 階 名 合 計 音 階 型 階 名 合 計

M1 ラドレ 51(29) MR1 ラドレミソ 12(3)

M2 ラドレミソラ 51(1) MR2 ミソラドレミソ 10(4)

M3 ラドレミソラドレ 17 MR3 レミソラドレ 1

M4 ミソラ 16(5) Y1 ミ777 6

M5 ミソラドレ 74(2) Y2 ミフアランドミ 5

M6 ミソラドレミソラ 35(1) (Y2) ミランドミ 7

M7 ミソラドレミソラドレ 1 (Y3) ミラシドミ77ラ 2

M8 レフアソラドレ 3 Y4 シドミ 4(1)

M9 ラドレフアソ 1 Y5 シドミ7アラ 3

M10 ドレミ 3(1) Y6 シドミ77ラシドミ 5

R1 レミソ 13(6) K1 ミ77ラシレミ 1

R2 レミソラド 17(3) K2 ミフアランレミ77ラ 1

R3 レミソラドレミソ 4 K3 シレミ777 1+ll

R4 レミソラドレミソラド 1 K4 ミ77ラシドレミラ 1

R5 ソラド 15(4) K5 シドレミ 2
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置するM4(ミソラ)の音階型は16曲あり,Mlと比較

してそれほど多くない｡このことからMl(ラドレ)のテ

トラコル ドの方が優位であると推測される｡また,律音

階と二重構造になっている曲が全 16曲中,半分の8曲あ

り,M4の場合にはテトラコル ドの下にレ,上に ドが付加

され,レミソラドの律の音階の要素をもっている曲が多

い｡このことから日本の音階を発生的にみた場合,M4の

音階はラドレ (Ml)のテトラコル ドと結びついて,音域

を広げる役割をしていると推測される｡

M5(ミソラドレ)の音階型は74曲と最も数が多い｡

最も安定したMlのテトラコル ドにM4のテトラコル ド

を按合したM5の音階のパターンは,安定感があるのだ

ろう｡また,M5の下にレ,上にミかミソを付加した音階

が多いが,これはテトラコル ドの上下の隣接者を含んだ

旋律の動き,及びレミソの律の音階も強く支配している

からだと推測される｡

Ml(ラドレ)の完全 5度上に同じ音程をもつM4(ミ

ソラ)を重ねたM2(ラドレミソラ)は51曲,また,Ml

の上下にM4のテトラコル ドを接合 したM6(ミソラド

レミソラ)のパターンも35曲と数が多い｡M2の場合に

はM4が上に接合された形なので,M5の場合よりも安

定性を欠き,そのためにM5よりも合計数が少ないと推

測される｡また,M2もM6もテトラドル ドの下にソ,あ

るいはレを付加した音階,つまり｢ソ+M2｣,｢レ+M6｣

の音階が多くみられる｡一方,両者ともテトラコル ドの

一番上の音 (ラ)の上に5度調の借用書であるシを付加

する形が多く,テトラコル ドの両端には隣接音が付加さ

れやすいという特徴が伺える｡

M8(レファソラドレ)とM9(ラドレフアソ)は,Ml

(ラドレ)のテトラコル ドがふたつ積み重ねられた形で,

レファソをラドレと読み換えるのが適当であろう｡つま

り,レフアソの部分を転調と考え,ラドレと完全 4度上

の調に読み換えるのが妥当である｡

5.3 律のテ トラコル ドによる音階

律音階は,それ自体,独立して出現することが少なく,

MRの音階型のように民謡音階に律のテトラドル ドが積

み重ねられたものや,あるいは民謡音階と謂わぼ二重構

造を形成し,曲の途中で両者の変換がしばしば起る場合

が数多くある｡事実,Rl(レミソ)では13曲中7曲,R2

(レミソラド)では17曲中10曲,R3(レミソラドレミ

ソ)では5曲中4曲,R4(レミソラドレミソラド)では

1曲中1曲,R5(ソラド)では15曲中8曲,R6(ソラド

レミソ)では11曲中10曲において,民謡音階と律の音

階とが併存している｡また,民謡音階に基づいている曲

でも,弱い律のテトラドル ドを感じさせるものが多くみ

いだされる｡

Ml(ラドレ)がもっとも基本的な音階構造であること

から考えると,その下にソを付加したR5(ソラド)の音

階と,Rlの上にミソを付加したRl(レミソ)の音階は,

音域を広げ,また,音階上の核となる音の位置を変える

ことにより,旋律の動きに流動性を与える役割を果たし

ているのではないかと考えられる｡

5.4 都節のテ トラコル ドによる音階

Yのグループに属する音階判 こ基づ く曲は, [･想され

たことではあるが,全体で32曲と少なく,秋目上七謡に-1i

める都節の割合は小さい｡また,広い音域に跨がる汀Ilで,

たとえば ｢ラシドミファランド｣という階釦 こ基づ く曲

であっても, ミファラの音をめぐる旋律の動きのみにし

か都節のテトラドル ドを明確に感じられず,所謂,短調

の四七抜き音階と化した曲もみられる(6)0

また,Yのグループの音階は,一番下のテトラコル ド

にミファラがあるもの (YlからY3)と,シドミがある

もの (Y5からY7)とに分けられるが,テトラコル ドの

上下に付加された書も含めて全 32曲の音階構成音を調

べてみると,31曲にラシドという,隣接した3音がみい

だされる｡このことから,都節においてはラシド上の旋

律の動きが重要であると想像される｡陽類の曲において

も,長 2度間隔で隣接する3音 (ドレミ)は,真ん中の

普 (レ)で終止し (小泉 1968),日本音楽の音階の基本

的な性格となっているが,陽類の ドレミの音の連続が,

陰類のラシドの音の連続と同様の働きをしているといえ

る｡しかし,秋田民謡においては都節のテトラコル ドに

基づ く曲が少ないので,童唄など基本的な音階構造をも

つ唄の分析をとおして,民謡音階と都節音階との関係を

発生的にみていく必要があるだろう｡

下のテトラコル ドが ミファラ (都節のテトラコル ド),

上のテ トラコル ドがシレミ (民謡のテトラコル ド)が結

合した混合類は,KlからK3まで,それぞれ1曲ずつ,

計3曲しかみいだせない｡終止書はミが2曲,転調のた

め終止音が特定できないのが 1曲である｡また,K4,5,

6は,シとミの完全 4度をなす書の間に,ドかレのいづれ

かの音が入り,都節と民謡のテトラコル ドが入れ替わる

形であるoつまり,厳密には一時的な転類 (あるいは転

テトラコル ド)とみなすことができるが,都節膏階に基

づ く曲数自体が少ないことから,この音階のパターンが

みいだされるのも6曲と少ない｡

5.5 借用 ･転調

陽類における一時的な77とシの出現は,一時的な転

調と解釈できるが,暫定的に借用とみなした｡つまり,

シの場合には5度調のミ,ファの場合には4度調(5度下

の調)の ドの借用とした｡全 355曲のうち,シが現れる
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のは39曲,ファが現れるのは9曲,シとフアの両方が現

れるのは1曲であるOシの場合もファの場合も,(丑経過

書的に出現するもの,と(診テトラコル ドの枠を形成する

もの,とに分けられる｡シの(彰の現れ方としては,たと

えば飴売り節がソラシラと始まるように,ソランの隣接

した3音の旋律を構成するという形が多い｡ソランを5

度下の調で読み換えるとドレミとなり,基本的な音階構

造であるドレミは完全 5度上で現れやすいということが

できる｡

借用書は,M2(ラドレミソラ)の音階パターン仝51曲

のうち21曲に,また,M6(ミソラドレミソラ)の音階

パターン仝35曲のうち11曲に現れ,これらの音階のパ

ターンに借用書の現れる比率は高いといえるが,先にも

言及したように,テ トラコル ドの最高音がラの音の場合

は,その上にシの音を付加して,ソランの音階の旋律を

形成しやすい｡

(参の場合は,シレミ,あるいはレファソの民謡のテト

譜例4 転調の例(1)

工 ′ユ

シ ト ミ7ァ17シー.ミ 7T

語例5 転調の例(2)

うトレミヱ ラ
語例6 転調の例(3)

u サ -
シ ト ミ セ ラシト
7V7ラ シ レ ミ 7T 7 †J

レ ミ ＼ノ ラ ト レ ミ ソ

ラコル ドを形成する｡シレミとレファソを完全 5度上の

調で読み換えると, ミソラとラドレとなり,このように

テ トラコル ドを形成してシとフアの音が現れる場合に

は,転調感が強まる｡

曲のなかで,音階の構成書,あるいは音階の絶対的な

高さが変わり,ある程度の長さにわたって持続される場

合を転調とした｡曲の途中で転調が起きている曲は,塞

唄2曲を含めて19曲ある｡そのうち陽類2曲,陰類3曲

の計5曲が完全 5度上に転調し(7),陽類8曲,陰類 1曲の

計9曲が完全4度上に転調している｡テトラコル ドの種

類を変えずに完全 5度,あるいは完全 4度上に転調する

のがもっとも一般的な転調の仕方といえる(8)｡

また,譜例 4に示されているように,民謡音階のミと

ラを半音下げ,完全 4度の枠を長 2度ずらせた都節音階

と民謡音階の間の転調は2曲 (酒屋唄と喜代節)みられ

る｡

語例 5に示されているように,完全 4度の枠組みを変

えずに,中間音をずらすことによって,都節音階と民謡

音階の間で転調する曲が,童唄 1曲と民謡 1曲(牛方節)

に現れ,譜例4,5の転調は,童唄や 日本民話によくみら

れる典型的な転調の方法といえる｡

また,混合類を含んだ転調は1曲 (石刀爺)あり,語

例 6はB,C,B,Aの順に現れるが,それぞれの音階構

成音の違いは,A とBの間,及びBとCの間で1音のみ

で,残りの音高は共通しているOまた,東川の分類に従

うと,いづれもホ均となり,それぞれの類の基準となる

音の高さは同じとなる｡

6. 冶論と今後の課題

今回は秋田民謡の音階を整理することを主な目的とし

たので,まとまった結論は導き出せなかったが,秋田民

謡の特徴として,およそ以下のことが挙げられる｡

(1) 陰類 と陽類を較べると,陽類の数が圧倒的に多い｡

また,混合類は3曲で,K4からK6までも含めると6曲

となる｡

(2) テ トラコル ドの種類は,民謡のテトラコル ドが多く,

都節が少ない｡律のテトラドル ドは独立して現れること

が少なく,民謡のテトラコル ドと組み合わされたり,1曲

のなかで律と民謡のテトラコル ドの変換が起こることが

多い｡

(3)民謡の音階は1オクターブを単位 とするよりも,義

全 4度の枠の組み合わせ,または旋律の核となる音の移

動としてみる方がわかりやすい｡このことについては,

童唄の音階を発生的に研究することが必要であろう｡

(4)4度調と5度調の借用書 (シと77)を用いる曲が多

く,借用書を用いることにより転調感を与え,旋律の動
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きを多彩にしている｡借用音を用いる際には,一時的に

テ トラコル ドを新たに構成する場合 と,経過書的に用い

られる場合 とがある｡また,4度調,5度調-転調するの

が普通で,その他の転調 も一般的で規則的な方法に従っ

ている｡

この小論では,類,均,音階,転調などの定義に一貫

性 をもたせておらず,従って転調についても体系的に論

じていないが,従来の音階論では説明できない点を明ら

かにしていくことにより(9),秋田県の民謡の音階構造 を

今後,整理 してい くことが必要である｡また,1曲を短い

部分に区切 り,小節 (こぶ し)の入 り方も考慮にいれな

がら,旋律の動 きをもっと詳細に検討 した り,同一曲の

ヴァリエイションを適時的視点 と共時的視点の両方から

調べ ることも必要であろう｡さらに最初に言及 したよう

に,民謡の担い手による評価 も組入れながら,音楽様式

と演奏様式について記述分析することが最終的な課題で

ある｡

注

(1) 音階は曲の構成音を,音の機能を考慮せずに高さの順に

並べたものであり,旋法はこれに音の相互関係や機能をも

含めたものであるが,この論文では厳密な区別をしないで

これらの用語を使っている｡

(2) 以後,階名を記す場合には,低い方の音から順に並べる｡

(3) 全 320曲を対象としているが,曲が転調している場合に

は,それぞれの部分を独立した単位とみなしたので,355曲

を数えた｡以下,原則として同様に扱う｡

(4) 都節のミ7ァラのテトラコルドの中間音が欠けた, ミラ

ンドミとミランドミファラの音階型もあり,その場合には

(Y2),(Y3)の記号をつけて示した｡

(5)本文で簡単に説明しているが,詳しくは東川(1990)を参

.Lttr.し

(6) たとえば,『姉こもさ』がこれにあたる｡
(7)K6のような音階をもち,それが完全5度上に転調する曲

(蕃代節)も1曲,含まれているo

(8) このように原調と4度,5度調との間の転調が最も一般

的であるが,4度調と5度調の間の民謡音階の転調 (つま

り,長2度の関係の転調)が1曲 (五月唄)ある｡

(9) たとえば,東川(1990)の理論では,主音を曲の終止音と

しているが,同一の曲でも,2種類の終止音をとることもあ

るし,転調する際に終止書(主音)を特定できないことも多

い｡
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